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４．事務局との協力体制 

◎実施代表者，事務担当者で事前ミーティングを複数回行い，計画・分担を決定した。 

◎地元の大和郡山市および天理市については各小学校に 5・6 年生の人数分を教育委員会経由でチラシを配

布し，奈良県北部の小学校 182 校には 1 部郵送した。 

◎参加受付・名簿管理・看板設置・受付の手配等は事務局で行った。 

 

５．広報体制 

◎本校教員と事務担当者で奈良県・大和郡山市・天理市の各教育委員会を訪問し，後援を依頼した。 

◎受講者募集のチラシは事務局で作成し，大和郡山市，天理市の小学校には 5・6 年児童数の受講者募集チ

ラシを配布，また，奈良県北部の各小学校にはチラシを郵送した。 

◎奈良高専のホームページで周知した。また，奈良県内の報道機関，記者クラブにも文書で周知した。 

 

６．安全配慮 

◎参加者および実施協力者分の傷害保険に加入した。 

◎実験は化学実験のための設備が整っている学生実験室（物理化学実験室）で行った。 

◎実験中は白衣・ゴーグル・耐薬手袋を着用させた。 

◎奈良高専までの受講者の登下校について，家族の配慮を文書に入れて周知した。また，警報発令時の対

応を事前に通知文で周知した。 

 

７．今後の発展性・課題 

【発展性】 

◎本年度は昨年に続き 2 度目の試みであったが、受講希望者も多く、実験も楽しみながら講義することができ

た。より面白く実験を行えるように、昨年度の反省を活かして実験が楽しく行えるような工夫をすることで更に

プログラムとしての練度を磨いた。 

◎実施協力者である学生にも好評であった。人間力スキルアップにもつながり、学生にとっても有意義なプロ

グラムになるように更なる工夫が必要である。 

【課題】 

◎５，６年生よりも低学年を抱える保護者からの要望もあった。安全面の確保が可能であるならば、今後、より

幅広い年齢層に向けてプログラムを展開できるように検討が必要である。 

≪その他≫ 

◎受講者，保護者のアンケートでは非常に評価が高く，「おもしろくて分かりやすかった。」（小学生），「子ども

が非常に楽しんで学べたように思います。指導の学生さんが大変優しく接して下さり、ありがとうございまし

た。」（保護者）等のコメントをいただき，成功裡に終了することができた。   

【実施分担者】 

加藤 綾子 (技術専門職員) 

倉本 明子 (技術補佐員) 

【実施協力者】   ９ 名 

【事務担当者】 

身吉 孝一 (総務課 専門員) 

原田 悠平 (総務課員) 


